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確かな学力の育成

2

豊かな心、温かい人間
関係の育成

3

健やかな心身の育成
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学　校　名

・話し合い、発表の機会を多く設けており、これらを
重視した授業改善の取組が一定程度定着してきて
いる。
・学習評価の説明は生徒の肯定が高く、納得感や
見通しの面で成果が見られる。
・GIGA端末活用については、生徒や保護者からは
前向きな受け止めが広がっている一方で、教職員
の間では授業設計の中での位置づけに多少のば
らつきが見られる。

学校番号 校　長　名

・授業内で話し合い、意見発表の場面を計画的に
設定し、学習課題の共有と振り返りを重視した。
・GIGA端末を学習活動に取り入れ（調べる、整理
する、共有する、振り返る等）、学びを深める活用を
進めた。
・見取りの多様化を図り、評価の説明（観点、評価
規準）を意識し、生徒が見通しをもてるようにした。
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学 校 教 育 目 標
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今年度の重点目標

竹内　和則

〇確かな学力の育成（GIGAスクール構想の推進、指導と評価の一体化の充実、主体的・対話的で深
　 い学びを推進する授業改善）
〇豊かな心、温かい人間関係の育成（教育相談の実施、支援教育の推進、共生＊共育プログラム活用）
〇健やかな心身の育成（基本的な生活習慣の確立、安全（防災）教育の推進、生徒主体の特別活動
    の推進）
〇地域とともにある学校づくりの推進（小学校との連携、家庭や地域への情報発信）

評 価 項 目

「未来に生き  未来を創造し  未来に活躍する人を育成する」
◎豊かな思考力をもち正しい判断ができる人
◎自主性に富み責任感あふれる人
◎心身ともに健康で調和のとれる人

・教科会で「場面×目的×評価」を整理したGIGA
端末活用モデルを共有し、活用の質を平準化す
る。
・評価規準、観点等の説明を定型化し、保護者にも
伝わる評価説明を推進する。

具 体 的 な 取 組

・生活習慣に関する指導を継続しつつ、定期アン
ケートなどで生徒の小さな不安や困りごとを把握
し、教育相談へ確実につなげていく。
・生徒主体の特別活動を計画的に運営し、成功体
験を通して自己肯定感を高め、学級経営につなげ
る。

・日常の観察、面談、情報共有を通じて生徒理解
に努め、教育相談の充実を図った。
・支援教育の観点から、学年や関係教職員での共
有を行い、必要に応じてチームで支援した。
・読書活動は学級・委員会等で働きかけを行った
が、全校的な取り組みは十分でなかった。

・誰に、いつ、どの方法で相談するかを生徒に周知
し、定期的なアンケートで困り感を早期把握する。
・記録→共有→方針→保護者連携の型を整え、担
任に依存しないチーム支援を標準化する。
・授業の中で読書に触れる時間を意図的に設け、
委員会活動と連動することで読書習慣の定着につ
なげる。

・生活習慣、ルールやマナー、集団づくりに関する
生徒と保護者の評価は高く、こうした取組は概ね定
着している。
・生活環境が整っている一方、困り感が表面化しに
くい生徒を早期に把握し、支援につなげることに課
題がある。

具 体 的 な 改 善 策成 果 と 課 題

・学校生活の充実感は生徒、保護者ともに高く、学
校生活の土台は概ね安定している。
・「困ったときに相談できる」と肯定的に回答した生
徒は約半数で、教職員側も相談対応の自己評価
は高くない。
・読書活動は教職員の取組実感が低く、保護者側
でも「分からない」が一定数あり、取り組み方に課題
がある。

・基本的生活習慣の確立と健康、安全指導（防災
を含む）を継続的に実施した。
・行事、委員会、部活動等を通じた生徒主体の特
別活動を推進し、所属感と連帯感を育んだ。
・いじめや悪口の防止と互いの良さを認め合う集団
づくりを継続した。
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地域とともにある学校づ
くりの推進

学校運営のまとめ学校関係者の評価
・ICT活用が日常化し、デジタル教科書等を用いた視覚的で分かりやすい授業が
展開されている。今後は「ありのままの授業」を小学校へ公開するなど、中1ギャッ
プの解消に向けたさらなる連携を期待する。
・ルールを遵守し真面目に行動する生徒が多い。行事等で見せる熱意や成長に
は目を見張るものがある。外部参観の多さが、生徒が物怖じせず自然体で活動
できる開放的な校風に寄与している点は高く評価できる。
・学校全体で読書習慣を定着させる組織的なアプローチを望む。
・再生整備工事を通じ、35人学級への移行に伴う教室不足や老朽化した施設へ
の対応が適切になされている。生徒が安全かつ快適に過ごせる環境維持を継続
されたい。
・人間味を重視した若手・中堅教員の育成に努めている。小学校初任者研修の
受け入れや高校教員研修受け入れなど、校種を越えた学びの場の創出を評価
する。
・地域が励ましの目で生徒を見守る良好な関係が築かれている。今後は地域行
事への積極参加に加え、地域と中学校がさらに深く連携した実践的な防災教育
の推進を期待する。

・話し合い、意見発表の場面を設定する授業改善とGIGA端末を活用した学習活動の推進に取り組み、
生徒の学習評価に対する納得感も高いなど、一定の成果が見られた。
・生活面では、基本的生活習慣、ルールやマナーの定着、行事等を通した集団づくりが進み、生徒、保
護者ともに学校生活の充実感は良好である。
・教育相談に関しては、生徒の「相談できる」の肯定が十分でなく、教職員側の自己評価も高くないこと
から、相談導線の可視化とチーム支援の標準化を次年度の重点事項として位置付ける。
・読書活動は取組の弱さ・見えにくさが示唆されるため、全校での時間確保と取組の可視化を工夫す
る。

・HP、学校便り、メール等で学校の様子を家庭に発
信し、行事や授業参観等の来校機会を定期的に
設けた。
・配布物の家庭への伝達を生徒に意識づけ、家庭
との情報共有を促した。
・小学校や地域との連携機会を設定し、相互理解
を図った。

・授業や学校生活の様子は一定程度家庭に伝
わっており、来校機会の設定も評価されている。
・学校の情報が伝わっているか、という設問に対し
て、保護者の回答には「分からない」も一定数見ら
れる。学校からの情報が届いていない家庭もある。

・発信媒体の役割分担を整理し、重要な情報は確
実に届くように努める。
・授業参観等に参加できない家庭にも取組が伝わ
るよう、活動報告や要点整理などの内容を改善す
る。


